
 
 

全
国
新
酒
鑑
評
会
銀
賞 

今
年
広
島
の
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
は
参

加
で
き
ず
、
６
月
17
日
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

で
行
わ
れ
た
日
本
酒
フ
ェ
ア
で
入
賞
酒
を

見
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
も
残
念
な
が
ら

銀
賞
に
留
ま
り
ま
し
た
。 

全
体
に
見
て
行
き
ま
す
と
、
一
時
期
よ

り
受
賞
酒
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
出
て
き
た
感

が
あ
り
少
し
安
心
致
し
ま
し
た
。
か
な
り

の
数
は
、
ま
だ
香
り
高
・
甘
・
ニ
ガ
シ
ブ

パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
飲
み

や
す
い
キ
レ
の
あ
る
ス
ッ
キ
リ
タ
イ
プ
も

入
賞
し
始
め
、
う
ち
の
は
何
故
入
ら
な

か
っ
た
の
か
悩
み
つ
つ
、
派
手
な
酒
の
後

ろ
に
並
び
身
薄
に
取
ら
れ
た
か
な
等
と
想

像
し
つ
つ
も
、
そ
の
広
が
り
を
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。 

こ
の
十
年
間
で
金
賞
３
銀
賞
５
空
振
り

２
と
言
う
成
績
で
す
。
蔵
人
全
員
が
一
生

懸
命
に
な
っ
て
の
成
績
で
す
。
こ
れ
が
天

寿
の
酒
の
良
し
悪
し
だ
と
は
も
ち
ろ
ん

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
毎
年
、

総
力
を
結
集
す
る
事
。
緊
張
す
る
事
。
油

断
し
な
い
事
。
を
素
直
に
突
っ
走
れ
る
こ

の
機
会
は
、
酒
蔵
の
蔵
人
の
技
術
レ
ベ
ル

維
持
・
向
上
に
大
変
役
に
立
つ
機
会
だ
と

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
大
吟
醸
も
大
変
よ
い
出
来
だ
と

私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
の
贈
答
時
期

が
も
う
直
ぐ
で
す
。 

ご
用
命
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

山
の
緑
は
今
年
も
元
気
で
す 

 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

 

毎
年
水
源
探
索
イ
ベ
ン
ト
で
立
ち
寄

る
「
法
体
の
滝
」
は
日
本
名
瀑
百
選
に

選
ば
れ
て
い
る
景
勝
地
で
す
が
、
今
年

は
「
お
く
り
び
と
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

を
取
っ
た
滝
田
洋
二
郎
監
督
の
「
釣
り

キ
チ
三
平
」
の
夜
泣
谷
ロ
ケ
地
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

満
員
御
礼 

   

６
月
６
日
に
第
６
回
の
天
寿
酒
蔵
寄

席
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

今
年
も
圓
生
の
大
名
跡
を
継
ぐ
の
も
近

い
と
言
わ
れ
る
三
遊
亭
鳳
楽
師
匠
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
、
席
亭
を
名
乗

ら
せ
て
頂
い
て
い
る
私
も
鼻
高
々
で
し

た
。
そ
の
日
の
落
語
は
「
大
山
詣
り
」

と
「
文
七
元
結
」
。
い
よ
い
よ
円
熟
さ

れ
て
き
た
師
匠
の
人
情
話
「
文
七
も
っ

と
い
」
は
、
一
時
間
以
上
も
聴
衆
を
釘

付
け
に
さ
れ
、
独
演
会
な
ら
で
は
の
大

変
な
迫
力
で
し
た
。 

酒
蔵
寄
席
は
元
々
三
遊
亭
鳳
楽
師
匠

と
日
本
の
酒
と
食
の
文
化
を
守
る
会
会

長
の
村
田
淳
一
様
が
、
「
日
本
酒
の
酒

蔵
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
」
と
企

画
さ
れ
ま
し
た
。 

「
落
語
の
三
分
の
一
は
酒
が
ら
み
」

と
師
匠
。
「
酒
の
文
化
は
酒
蔵
が
有
っ

て
こ
そ
」
と
村
田
会
長
。
現
在
全
国
二

十
数
社
で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
天
寿
の
「
落
語
と
天
寿

を
楽
し
む
会
」
は
一
か
ら
会
場
設
営
す

る
蔵
の
メ
ン
バ
ー
の
頑
張
り
や
、
社
員

が
手
作
り
す
る
料
理
に
心
が
篭
っ
て
い

て
一
番
良
い
と
何
時
も
仰
っ
て
頂
き
、

毎
回
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す

私
共
に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
く
あ
り

が
た
い
言
葉
で
す
。
（
何
し
ろ
お
話
の

上
手
な
お
二
人
で
す
の
で
…
） 

来
年
の
開
催
も
５
月
の
29
日(

土)

と

お
約
束
頂
き
ま
し
た
。
ま
だ
見
て
お
ら

れ
な
い
方
、
す
ご
く
損
を
し
て
ま
す

よ
。
今
か
ら
予
定
に
入
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 
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★蔵見学希望の方は、準備等の都合がござ     

いますので事前にご連絡下さい。 

 

★蔵元通信･メールマガジン等、ご希望の方
はご連絡下さい。無料 
 

美酒「天寿」の仕込み水となる鳥海山の湧き水を求めてトレッキング・ 温泉に入って美味しい 

料理と天寿を楽しむ会・アイガモとの出会い 無農薬田視察 ・ 美酒天寿の酒蔵見学など 

 美酒「天寿」の仕込み水となる「鳥海山自然水」は雄大な鳥海山によって育まれた

自然の恵みです。鳥海山に降り積もった雪は、静かに地下に浸透し、長い年月を経て

伏流水となり蔵元の井戸に汲み上げられ、蔵人の手によって天寿へと生まれ変わりま

す。今年も、昨年映画『釣りキチ三平』の

ロケ中だった法体の滝や「平成の名水百

選」に選ばれた元滝や中島台の出壷を散策し、天寿酒造の酒米を作る

アイガモ農法の無農薬田んぼと酒蔵を見学する盛り沢山のツアーで

す。天寿ファンはもちろん、雄大な自然環境に触れたい方、山歩きや

温泉に興味のある方などたくさんのご参加お待ちしております。 

●開催日 平成21年8月29日（土）～30日（日）    
●宿泊先  HOTEL フォレスタ鳥海 

     http://www.ybnet.jp/~foresta/ 
●会  費 宿泊・食事・【天寿を楽しむ会】会費  

  お一人様  18,000円 （税込） 
 ※集合場所までの交通費は含まれておりません。 

●〆 切 日 平成21年8月27日（木） 
 ※定員になり次第〆切りとさせていただきます。 
◆お部屋のご利用に関して 

2～3名様で１室ご利用の場合、お一人あたり18,000円

の会費です。お一人様で1室（ツインルーム）ご利用の場

合23,000円となります。         

※トレッキングシューズやスニーカー、また天候により長  

 靴や雨具をご準備ください。 

※先着40名限定（最少催行人数20名）        

※お申し込み・お問合せ先 天寿酒造株式会社 

    ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-50-3165 
  受付時間（月～金曜日 8：00～17：00） 

    E-メール  info@tenju.co.jp   
     FAX    0184-55-3167 24時間受付中 

アクセス（参考） 時刻が変更になる事がありますのでご注意下さい。 

       航空機ご利用の方 （8月の時刻） J R ご利用の方 

行 き 帰 り         

東京（羽田）→秋田 

ANA 873 東京発8：50  

ＪＡＬ1261 東京発7：45 

 

 
新幹線「こまち」 24号 秋田発15：36 
新幹線「こまち」 26号 秋田発16：00  

秋田→東京（羽田） 

ANA 878  秋田発17：55  
JAL1268  秋田発19：55 

  ご意見、ご感想をおきかせください。 
日本酒や天寿についての情報を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 
 
 ●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ info@tenju.co.jp    ●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 

●F A X ･･････････ 0184-55-3167     ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 

イベントスケジュール 

=8月29日(土)= 
9:40 

 

10:40 

12:00 

13:00 

 

16:30 

 

18:00 

J R 秋田駅東口集合 

(J Rご利用の方・一般参加の方） 

秋田空港到着ロビー集合（航空機ご利用方） 

元滝見学（平成の名水百選に認定） 

水源探索・トレッキング・昼 食 

（鳥海山の麓 中島台 獅子ヶ鼻湿原） 

ホテル着 

（HOTEL フォレスタ鳥海） 

【天寿を楽しむ会】              

9:00 

9:30 

11:00 

 

11:30 

12:30 

15:20 

16:20   

ホテル発 

【法体の滝】散策（釣りキチ三平撮影ロケ地） 

原料米の田んぼ 

  （無農薬アイガモ農法水田等の見学）  

天寿酒造（酒蔵見学)  

昼 食 

J R 秋田駅東口着 （解散） 

秋田空港着 （解散） 

=8月30日(日)=  

帰 り （秋田→東京） 

行 き （東京→秋田） 

寝台特急あけぼの 上野発21：15→秋田着6：06 
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NEWS 

◆
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◆
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試
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◆
◆
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【
お
盆
期
間
試
飲
会
】 

 

由
利
本
荘
市 

 
 
 

西
目
道
の
駅
（
は
ま
な
す
の
里
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

８
月
14
日
・
15
日 

 

に
か
ほ
市 

 
 

象
潟
道
の
駅
（
ね
む
の
丘
） 

 
 
 

８
月
14
日
〜
16
日 

 

秋
田
市 

 
 

ま
る
ご
と
市
場 

 
 
 

８
月
14
日
〜
16
日 

 
 

【
年
度
別
】
秘
蔵
古
酒
大
吟
醸 

 
 
 
 

Ⅰ
Ｗ
Ｃ
古
酒
の
部
銀
賞
受
賞  

 

今
年
も
ロ
ン
ド
ン
に
て
Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
２
０

０
９
）
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ

と
は
、
世
界
最
大
規
模
・
最
高
権
威
に
評
価

さ
れ
る
ワ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
こ

と
で
、
世
界
中
の
ワ
イ
ン
業
者
か
ら
最
も
注

目
さ
れ
て
い
る
大
会
で
す
。 

 

今
年
は
古
酒
の
部
に
【
年
度
別
】
秘
蔵
古

酒
大
吟
醸
（
２
０
０
１
年
醸
造
）
を
出
品

し
、
栄
え
あ
る
銀
賞
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し

た
。 

 

天
寿
の
静
寂
、
清
澄
な
酒
蔵
の
中
で
８
年

熟
成
を
重
ね
た
最
高
の
吟
醸
酒
で
す
。 

是
非
こ
の
機
会
に
ご
賞
味
下
さ
い
。 

ご
贈
答
に
も
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
で
す
。 

 
 酒

サ
ム
ラ
イ
の
Ｈ
Ｐ
で
は
日
本
語
で
受
賞
結

果
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
ま
で
← 

 http://w
w

w
.sakesam

urai.jp/iw
c09_m

edal.htm
l 

    【年度別】秘蔵古酒大吟醸  
 1800ml 1,0500円  720ml 5,250円 

第
六
回
「
落
語
と
天
寿
を
楽
し
む
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
し
ま
し
た  

 
 

６
月
６
日
（
土
）

4
時
よ
り
「
落
語

と
天
寿
を
楽
し
む

会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

三
遊
亭
鳳
楽
師

匠
の
落
語
と
天
寿

酒
造
の
い
ろ
い
ろ

な
お
酒
が
飲
め
る

と
あ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。 

 
 

当
日
限
定
酒
の
三
遊
亭
鳳
楽
師
匠
ラ
ベ

ル
の
純
米
吟
醸
酒
が
完
売
す
る
な
ど
、
今

年
も
大
い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。 

 

◎
詳
し
い
レ
ポ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
← 

http://tenju.co.jp/event/rakugo/report09.htm
 

『
酒
蔵
・
天
寿
』
ブ
ロ
グ
← 

http://nihonshu.cocolog-nifty.com
/blog/ 

 

天
寿
の
ア
イ
ガ
モ
放
鳥
会 

 
 

 

天
寿
酒
米
研
究
会
で
は
無
農
薬
栽
培
米

を
作
る
た
め
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
毎
年
、
放
鳥
会
に
矢
島
小
学
校
３

年
生
の
皆
さ
ん
が
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
ア
イ
ガ
モ
を
さ
わ
っ
て 

 
 
 
 

「
い
の
ち
」
を
か
ん
じ
た
よ
。
】 

 
 
 
 
 

矢
島
小 

３
年 

あ
さ
お
り
お 

  

今
日
、
わ
た
し
は
お
酒
を
作
る
米
を
作
っ
て

い
る
田
ん
ぼ
へ
「
ア
イ
ガ
モ
」
を
は
な
し
に
い

き
ま
し
た
。 

   

ア
イ
ガ
モ
を
か
え
す
前
、
ア
イ
ガ
モ
を
さ

わ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
ド
ク
ッ
ド
ク
ッ
」

と
し
て
、
と
っ
て
も
温
か
か
っ
た
で
す
。
わ
た

し
は
ア
イ
ガ
モ
を
ち
ょ
く
せ
つ
さ
わ
っ
て
、
い

の
ち
を
か
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
ア
イ
ガ
モ
は
秋
ま
で
、
そ
の
田
ん
ぼ

を
ま
も
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

わ
た
し
は
、
ア
イ
ガ
モ
は
す
ご
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。 

INTERNATIONAL  WINE  CHALLENGE 
The world’s largest wine competition 

Silver medal  SILVER MEDAL 

  ＩＷＣ銀賞受賞 【年度別】秘蔵古酒大吟醸  

さとうあいさんの絵 

 

彼
は
県
内
外
の
酒
造
場
で
十
年
以

上
の
経
験
を
積
み
当
然
杜
氏
試
験
の

合
格
者
で
も
あ
っ
た
。
前
年
ま
で
東

洋
醸
造
の
清
酒
工
場
に
勤
め
雇
用
条

件
等
は
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

高
橋
菊
治
氏
の
勧
め
で
当
社
に
決
め

た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

当
社
の
造
り
事
情
や
慣
行
等
に
慣

れ
て
も
ら
う
た
め
三
十
七
酒
造
年
度

は
頭
（
か
し
ら
‐
蔵
人
の
№
２
）
と

し
て
勤
め
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
佐

藤
広
作
杜
氏
に
は
も
う
一
造
り
頑

張
っ
て
引
き
継
ぎ
を
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七

年
十
一
月
一
日
よ
り
勤
務
、
チ
ー
ム

で
は
な
く
彼
単
独
で
の
蔵
入
り
で

あ
っ
た
。 

 

 
 
 

杜
氏
の
系
譜 (

11) 
 
 
 
 

 

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

   

六
代
目 

大
井 

永
吉 

  

佐
藤
広
作
杜
氏
が
勇
退
を
申
し
出

た
と
き
、
通
年
・
季
節
労
務
を
問
わ

ず
後
継
者
と
す
る
べ
き
人
材
が
育
っ

て
い
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
、
残

念
な
が
ら
従
業
員
の
な
か
に
は
い
な

か
っ
た
。 

 

五
代
目
永
吉
は
止
む
無
く
即
戦
力

と
な
る
人
を
頼
む
こ
と
と
し
、
そ
の

当
時
秋
田
銘
醸
株
式
会
社
の
取
締
役

を
し
て
い
た
縁
で
、
同
社
取
締
役
で

山
内
杜
氏
の
大
先
輩
高
橋
菊
治
氏
に

お
願
い
し
、
山
内
杜
氏
の
中
か
ら
推

薦
し
て
も
ら
っ
た
人
が
中
野
恭
一
杜

氏
で
あ
る
。
わ
が
社
で
の
矢
島
杜
氏

は
こ
こ
で
切
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

当
時
県
内
で
行
政
と
し
て
も
事
業
と

し
て
助
成
し
、
毎
年
講
習
会
を
開
催

し
技
術
の
向
上
を
図
り
杜
氏
を
養
成

し
て
い
る
組
織
は
山
内
杜
氏
組
合
し

か
な
か
っ
た
。 

 

山
内
（
現
横
手
市
山
内
）
村
史
に

「
山
内
若
勢
が
酒
造
業
に
多
く
出
稼

ぎ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
村
に

冬
季
間
の
働
く
場
所
が
少
な
か
っ
た

こ
と
、
農
業
よ
り
酒
屋
の
方
が
労
働

条
件
・
賃
金
が
よ
い
こ
と
、
そ
れ
に

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
湯
沢

酒
造
業
の
発
展
期
に
入
り
、
冬
季
出

稼
ぎ
者
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ

る
。
大
正
時
代
に
は
、
山
内
村
の
酒

造
出
稼
ぎ
者
が
三
百
人
前
後
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
『
酒
屋

若
勢
』
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

「
山
内
杜
氏
」
の
発
生
に
つ
な
が
っ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
正
十
一
年
山
内
杜
氏
養
成
組
合

を
結
成
、
講
習
会
規
定
に
従
っ
て
毎

年
夏
季
酒
造
講
習
会
を
開
催
し
、
後

に
は
杜
氏
試
験
を
行
い
杜
氏
に
任
用

し
て
き
た
。
「
山
内
杜
氏
組
合
杜
氏

試
験
に
関
す
る
規
定
」
（
昭
和
三
十

六
年
八
月
一
日
制
定
）
は
杜
氏
と
し

て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
能
力
を
有

す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
実

施
す
る
も
の
で
、
①
受
験
資
格
は
組

合
員
と
し
て
十
年
を
経
た
も
の
。
②

副
杜
氏
・
頭
・
又
は
麹
師
・
酛
師
の

経
験
を
有
す
る
者
。
③
現
職
杜
氏
、

二
名
以
上
の
推
選
に
よ
る
者
。
試
験

委
員
は
仙
台
国
税
局
鑑
定
官
、
秋
田

県
醸
造
試
験
場
長
及
び
技
師
、
横
手

税
務
署
関
税
課
長
、
な
ど
十
三
条
か

ら
な
る
権
威
あ
る
規
定
で
あ
る
。 

天寿の歴史 
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中野恭一杜氏 


